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　この１年、新型コロナウイルス感染症が猛
威を振るい、私たちの生活も大きな影響を受
け続けてきました。４月からは一般へのワクチ
ン接種も始まる予定ではありますが、安心した
日常を取り戻す出口は、明確には見えていま
せん。また、記録的な雪害も打撃となり、産
業振興の先行きも懸念される事態です。
　こうした中、現場の声をお聞きし、カタチに
するという基本に立ち返り、私自身は議員とし
ての職責を全うしようと努めてきたところです。
　今回の県政報告では、県の一般会計２月
補正予算に盛り込まれた新型コロナウイルス感
染症対策や、12月の大雪被害対策などを中
心にお伝えします。
　令和３年３月
　　岩手県議会議員　岩 渕 　 誠
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大雪対策への支援を知事に要望（1月 県庁）

区　分 小売業 飲食業 サービス業 タクシー業 バス・鉄道業 宿泊業 製造業

支
援
金
等

国 【受付期間：R3.3.8 ～ R3.5.31】　●一時支援金　中小企業 上限 600千円・個人 上限 300千円
 （R3.1 ～ 3月のいずれか単月売上高 前年又は前々年同月比▲50％以上。）

※対象：①緊急事態宣言地域内の飲食店や個人客と継続取引が
ある事業者
②旅行客の５割以上が宣言地域内から来訪している市
町村に所在する旅行関係事業者の場合に限る。

県
【受付期間：R3.3月下旬（予定）～】
●経営支援金 上限 400千円（ ① R2.11 ～ R3.2月 単月売上高 前年同月比▲50％以上、
 ② R2.11 ～ R3.2月 ３か月売上高 前年同期比▲30％以上）

（減収額が上限。複数店舗ある場合、法人 2,000千円、個人 1,000千円が上限。）

【R3.3下旬～】
●経営支援金
　　上限 400千円

家
賃
支
援

県
【受付期間：市町村によって終期が異なりますので、ご確認ください。】
●家賃補助 上限 100千円 / 月　最大 300千円　補助率　1/2
　（①単月▲50％以上、②３か月▲30％以上、③ R2.11 ～ R3.2月のうち単月▲30％以上）

雇
用

対
策 国 【受付期間：支給対象期間の末日の翌日から２ヶ月以内】

●雇用調整助成金（～ R3.4.30まで延長）上限 １日当たり15千円 / 人　助成率 10/10（解雇等を行わない場合）

資
金
繰
り

国
【当面、Ｒ３前半まで延長】　●政府系金融機関による融資

県

【Ｒ３継続】●新型コロナウイルス感染症対策資金貸付　限度額 80,000千円　貸付期間（据置期間）10年以内（２年以内）
　　　　　　保証料率 0.8％ → 0.4％（補給率 県・保証協会各1/2）　利率 1.4％

【Ｒ２確保分：～ R3.5.31　※ただし、R3.3月末までに保証承諾を受けた方に限る。】
　　　　　●新型コロナウイルス感染症対応資金貸付　限度額 60,000千円　貸付期間（据置期間）10年以内（５年以内）
　　　　　　売上高前年比 ▲５％以上　保証料ゼロ、３年間無利子（国又は県が全額補給）

販
路
拡
大
・

働
き
方
改
革

国
●持続化補助金（販路開拓）
　上限 1,000千円　補助率 2/3 ～ 3/4

●ものづくり補助金（サービス開発、生産向上の設備投資）
　上限 10,000千円　補助率 1/2 ～ 3/4

●ＩＴ導入補助金（ＩＴレンタル導入による業務効率化等を支援）　上限 4,500千円　補助率 1/2 ～ 3/4
県 【受付期間：調整中】 ●テレワーク導入推進事業費補助　上限 2,000千円　補助率 2/3

そ
　
の
　
他

国
●経営力強化支援ファンド等による資本増強、●劣後ローン（限度額 720,000千円、貸付利率 ３年間0.5％）による資本性資金の供給
●社会保険料の支払猶予（詳細は、労働局、年金事務所等関係機関にご確認ください。）

県
【受付期間：調整中】 ●移住・定住関係団体への補助　上限 500千円　補助率 定額　
●商工会・商工会議所における専門家相談の拡充による経営相談体制の強化
●買うならいわてのもの運動、●首都圏等バイヤーとの Web 商談会

●セーフティネット貸付
（据置期間３年、金利引き下げ無し）

●特別貸付、マル経融資【前年比▲５％～ 15％未満】
　　⇒　金利▲0.9％引き下げ

 ●特別利子補給制度【売上高前年比▲15％以上】
　　⇒　３年間無利子融資

◆ 岩手県業種別中小企業等支援策一覧  令和3年3月現在　●：実施中（予定を含む）

　県は新型コロナウイルス感染症で苦しむ中小企業対策とし
て、１店舗当たり40万円の支援金を支給することとしまし
た。苦境が続く飲食業のみならず、小売り業、タクシー業な
どに対象を広げた独自の支援金です。県は当初、緊急事態宣
言が発令されていない地域での経済対策を国に強く求めてき
ましたが、動きがないことから県として独自の支援を決めた
ものです。（支給要件等は図を参照）
　私も、経済の影響は深刻なことから、コロナ感染対策の徹
底とは一体的な再度の経済対策の実施を働きかけてきただけ
に、一歩前進ととらえています。
　このほか、２月補正予算では、新型コロナウイルス感染症

対策の最前線に立つ医療従事者への危険手当補助に１億400
万円、ワクチン接種体制確保のための経費として4,100万円
などが新たに盛り込まれました。
　さらに、記録的な大雪により農業用施設に過去最大クラス
の深刻な被害が出たことから、被災農業者支援事業として16
億4,500万円を計上。国の支援策に対して、県と市町村が上
乗せするほか、国の支援の対象外となった農業者の再建支援
にも独自で支援を決めました。
　他県と比較しても高い補助率の上乗せと、対象を幅広くし
たことで、自己負担が軽減化され営農継続が図られるものと
期待しています。

新型コロナ対策、雪害対策に県独自の支援金実現

被災した農家から要望を伺う（1月 一関市千厩町にて）
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あの日から10年～
節目であっても 区切りではない

「東日本大震災津波を語り継ぐ日条例」制定

震災から10年。復興支援道路、続々と開通

　私が委員長を務める県議会総務委員会で議
論が続いていた「東日本大震災津波を語り継
ぐ日条例」は、２月17日の県議会で全会一致
で可決されました。節目となる10年を前に制
定されたことは大変意義深いもので、請願を
いただいた県民の皆様をはじめ、関係各位に
改めて深く感謝します。
　この条例では毎年３月11日を、東日本大
震災津波により亡くなった多くの尊い命に追
悼の意を表し、震災の教訓を伝承するととも
に、これまでの復興に向けた歩みの中で得ら
れた多くの絆を大切にし、一人ひとりの大切
な人に想いを寄せ、ふるさと岩手を築いてい

くことを誓う日として、「東日本大震災津波
を語り継ぐ日」と定めています。

　工事が続いていた国道284号石法華バイパ
ス（一関市滝沢地内）が開通。国道342号白
崖バイパス（一関市花泉町永井地内）と国道
343号渋民バイパス（一関市大東町渋民地内）
もそれぞれ暫定開通しました。これらの３路
線は、被災地への物流支援の重要性などから
復興支援道路として整備が続けられてきたも
のです。供用開始により、被災地との交流が
さらに深まることや地域住民の利便性向上、
交通安全の確保が図られるものと期待されて
います。
　暫定開通となった白崖バイパスと渋民バイ

パスは、今後も残る工事が進められますが、
工事の安全と早期の工事完了をお願いいたし
ます。

「東日本大震災津波を語り継ぐ日」
条例について提案する。（2月17日県議会本会議）

国道342号白崖バイパス暫定開通（3月13日） 皆様からのご意見、ご要望をお待ちしています。

岩渕誠事務所
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電話・FAX.0191-82-3851
メールアドレス　ichinoseki@iwabuchi-mako10.com
まことコラム発信中
「きょうのマコ10」はwww.iwabuchi-mako10.comでご覧いただけます。

　　令和３年度岩手県一般会計当初予算、可決成立

予算特別委員長として審議の采配を振るう

　新型コロナウイルス対策の958億円余りを
盛り込んだ、令和３年度岩手県一般会計当初
予算は、25日の県議会本会議で可決、成立
しました。予算総額はおよそ8,105億円。復
興の進捗に伴う復興事業費が大幅減となり、
本年度予算と比べると1,218億円の減ですが、
通常予算はコロナ対策が盛り込まれたことも
あり、前年より10.8％伸び、7,437億円を確保
しました。

　一関、平泉地方関係では、平泉町から強
く要望が出されていた「県道北上一関線」の
平泉町長島地内での道路改良
が認められ、調査費として
4,500万円が計上されました。
このほかの事業と主な予算の
内容につきましては、次号の
県政報告にて詳細をお伝えす
る予定です。

　令和３年度岩手県一般会計当初予算などを
審議する、県議会予算特別委員会の委員長に
就任いたしました。新型コロナウイルス感染
症に対する蔓延防止策や経済対策などをはじ
めとした県の予算案は、議長を除く全員で構
成される予算特別委員会で審議されます。今
議会の予算審査は、感染防止対策を十分に
取った上で行われたほか、一人当たりの審議
時間の制限など、なにかと制約の多い中での
審議となりましたが、中身の濃い、有意義な
論戦ができたのではないかと考えておりま

す。貴重な経験をさせていただいたことに深
く感謝です。

速報速報!!!!

予算特別委員長に就任（3月 予算特別委員会総括質疑）


